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Shinko
Hospital

神鋼病院理念

基本方針

１．患者さんの立場にたった｢あたたかい｣
　　医療を提供します。

２．個人の尊厳と生活の質を重視した
　　医療を実践します。

３．より良い医療を提供するために、
　　常に学・技の研鑽に励みます。

４．全ての領域における医療安全に
　　最大限の注意を払います。

５．快適で清潔な医療環境の構築に
　　努力します。

地域医療に貢献し、

信頼される病院を目指します。

Shinko Hospital

医療法人社団 神鋼会 神鋼病院

Information 1

新入職員の紹介

院長の挨拶

幹部年始の挨拶

Information

・新入職医師のご紹介

・講演会のご案内
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Information 2

講演会のご案内

□ 日　　時：平成25年１月12日（土）14時00分～16時30分

□ 場　　所：神戸国際会館９階『大会場』
  （神戸市中央区御幸通8-1-6   TEL(078)231-8120）

□ プログラム：・乳がんの検診：兵庫県立西宮病院　箕畑 順也 先生

 　　　 ・乳がんの治療：神鋼病院　　　　　山神 和彦 先生

 　　　 ・乳がん治療を受ける方のケア：神戸大学医学部附属病院　　　辻　サオリ先生

 　　　 ・Ｑ＆Ａコーナー

□ 参加費：無料

□ お問合せ：こくぶブレストクリニック　ＴＥＬ：0797-85-7650

■ 第４回　ＫＢＣＯＧ神戸市民フォーラム

■ 第 11回神鋼外科フォーラム

□ 日　　時：平成25年１月17日（木）18時30分～20時00分

□ 場　　所：呼吸器センター・管理棟 5階　大会議室
  （神戸市中央区脇浜町1-4-47   TEL(078)261-6739）

□ 一般演題：『直腸癌多発肝転移に対する２期的拡大肝葉切除の１例』

  司会：神鋼病院外科部長　藤本 康二 先生

  演者：神鋼病院外科医長　古角 祐司郎 先生

□ 特別演題：『肝移植　最近の話題』

  司会：神鋼病院副院長　東山　洋 先生

  演者：東京女子医科大学　消化器外科教授　江川　裕人先生

□ 日本医師会生涯教育認定単位：1.5単位に認定されています
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　新年おめでとうございます

　神鋼病院では、昨年春に脳神経外科の体制が一

新され、新しい血管撮影装置の導入、ＣＣＵ（冠動

脈疾患集中治療室）やＳＣＵ（脳卒中集中治療室）

の開設など、脳卒中や心疾患への救急対応能力が

一段と向上し、徐々に成果が現れつつあります。

　さらにいろいろな分野における講習会や患者教

育プログラムなど、真の意味での地域医療に貢献

する病院として、機能を充実させたいと考えてお

ります。

　ただ上を目指すだけでなく、常に患者目線に立っ

た分かりやすい医療を心掛けますので、今年もよ

ろしくお願い致します。

「ゆっくり丁寧に説明すること」

　　　　　　　　　　と「お待たせしないこと」

　皆様あけましておめでとうございます。すばら

しい新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

　私たちは、地域に密着した医療をすすめていく

上で、今二つの大きな目標を掲げています。それ

は患者さんが悩んでいる病状をゆっくり丁寧に説

明することとお待たせしないことです。

　ひとりの方に説明が長くなると当然次の方をお

待たせすることになります。この一見相反する目

標を同時に叶えるため、本年もできる限りの努力

を続けてまいります。本年もどうぞ宜しく御願い申

し上げます。

　新年おめでとうございます。

　膠原病リウマチセンターがもうすぐ発足３年を

迎えられるのも、皆様のお陰と心より御礼申し上

げます。

　昨年４月には神鋼会総合医学研究センターと膠

原病リウマチ研究所が発足し、臨床医学研究の推

進と、一味違った医学医療を目指しています。

　個々の患者さんに有効性の高い薬剤を副作用な

く使用するために、新しい治療法や検査（バイオ

マーカー）を積極的に取り入れ、患者さんのご協

力を得ながらより良い臨床を実践してゆきます。

ご支援よろしくお願い申し上げます。

　新年おめでとうございます。

　昨年度から病院全体の病床が窮屈になりました

が、患者さんの在院日数を短縮することで、入院

が必要な方のほとんどを受け入れることができま

した。今年度はさらに、入院までの待ち期間短縮

に努める所存であります。

　患者さんに対する最大のサービスは、診断と治

療のレベル向上であると私どもは考えております。

このための研鑽に努めると共に、所属の細胞治療

室の技術（ＰＣＲ：核酸増幅術やフローサイトメ

トリー：細胞表面マーカー分析）も最大限に生か

したいと思います。よろしくお願い申し上げます。

「巳年はレッツ！トライ」

　明けましておめでとうございます。

　2012 年もあっという間に過ぎ、新年の巳年を迎

えました。巳という字は胎児の形を表した象形文

字で、蛇が冬眠から覚めて地上に這い出す姿を現

しているとも言われ、「起こる、始まる、定まる」

などの意味があると紹介されています。

　何事かを始めるのに「今さら」とか、「もう年だ

から」と自分に言い訳しないで、巳年の今年こそ

は何かに取り組む、何か始めるチャンスと受け止

めようと考え、阪神大震災以後中断していた山歩

きを再開しようかなと思っています。

「地域とともに歩む」

　明けましておめでとうございます。

　我が国の置かれた情況は、政治・経済ともに明

るい材料に乏しく、その先行きは依然として不透

明です。医療を取り巻く環境も、社会保障と税の

一体改革で大きな方向性は示されたものの、具体

的な過程についてはこれからの状態です。

　そのような中で、我々神鋼会は、地域に貢献し

信頼される病院を目指すとの理念を再確認し、地

域医療連携病院・県指定がん診療連携拠点病院と

しての使命を全うして、地域に必要とされるよう

に更なる努力をして参ります。引き続き宜しくお

願い致します。

　皆様、新年おめでとうございます。

　病院は多職種の集まりです。その多角的な眼で

患者さんを治療するチーム医療が、旧来の主治医

制を凌駕するには必要条件があります。それはカ

ンファランス重視です。

カンファランス内の発言は上下関係、職種関係に

左右されません。教授の診断に研修医が「ちがう」

と異議を唱えても許されます。チームで１＋１が

２以上になるには、時間の許す限り全員出席と時

間厳守が原則です。外科カンファランスは、治療

方針、手術術式を決定するチーム医療の最高決定

機関です。
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